人口密度（単位量あたり）
(例)10km2のＡ町には6000人が住んでいて、15km2のB町には8400人が住んでいます。
A町とB町ではどちらのほうが混んでいますか。

人数を見るとB町の方が多いですが、B町の方が広いので人数が多く住んでいても、混んでいるとは限りません。

そこで、1km2あたりに何人住んでいるかを調べます。

これを人口密度といいます。
　10km2に6000人が住んでいるA町は、1km2にするには町を10等分することになって、

　人数も10等分です。

　6000人÷10＝600人

　一方、B町は1km2にすると、町を15等分することになって、人数も15等分です。

　8400人÷15＝560人

　同じ面積にするとA町の方が人数が多いので、A町の方が混んでいることになります。

ここで調べたように、1km2あたりの人口を人口密度(単位は「人」)　と言います。
今までに習った「単位量あたり」と同じ考え方をします。

練習問題

(1)20km2に24000人住んでいる西町と50km2に50000人住んでいる東町では

　　どちらのほうが人口密度が大きいですか。

(2)60km2に228000人住んでいる北町と12km2に42000人住んでいる南町では

　　どちらのほうが人口密度が大きいですか。

解答

(1)

西町の人口密度は24000人÷20＝1200人

東町の人口密度は50000人÷50＝1000人

(答え)　西町

(2)
北町の人口密度は228000人÷60＝3800人

南町の人口密度は42000人÷12＝3500人

(答え)　北町

※自分の住んでいる町、県の人口密度を調べてみよう。

　日本の人口密度と比べると、どんなことがわかりますか。
